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アルカリ溶液中の微量元素の分析方法について 

 
１．目的 
セシウムは第1イオン化エネルギーが375.5kJ/mol 

と全元素中で最も低く，容易にイオン化するため1)

，発光分析，原子吸光分析においてイオン化干渉が
分析精度に大きな影響を及ぼす．イオン化干渉を防
ぐためにはナトリウム(第1イオン化エネルギーが49
5.8kJ/mol1))等のイオン化しやすい元素の添加が効果
的であることが知られている2)．しかし，共存成分
が増加すると，発光分析ではバックグラウンド発光
が，原子吸光分析では共存成分による光の散乱や吸
収が問題となる3)． 

 本研究では，炎光光度法及びフレーム原子吸光法

を用いてセシウムを精度よく定量するために，測定

装置の分析条件とナトリウムが測定値に及ぼす影響

について検討を行った． 

 

２．方法 

測定には，(株)日立ハイテクノロジーズ 偏光ゼ

ーマン原子吸光分光光度計Z-5000形タンデム機を用

いた．炎光光度法は Cs30μg/ml 溶液で波長及びゲイ

ンを調整した．また，炎光光度法，フレーム原子吸

光法共にバーナー高さを 5 ㎜とした． 

 定量下限値は，検量線用溶液を 10 回繰り返し測定

し求めた． 

 硝酸 3ml，50μg/mlCs 溶液 5ml，及びナトリウム濃

度が 0 及び 0.075mol/l となるように 2.5mol/l 水酸化

ナトリウム溶液 0，3ml を加え 100ml に定容した．

この溶液を炎光光度法，フレーム原子吸光法で測定

し回収率(=(測定値/添加量)×100)を求めた． 

  

３．結果 

図１に炎光光度法における，ナトリウム溶液中の

セシウム定量下限値に対するアセチレン流量の影響

を示す．2L/分未満の流量では信号が安定せず測定が

不可能であった．ナトリウム濃度に関わらず流量が

2L/分の時に一番下限値が低かった．Na 0.075mol/l

では定量下限値が，無添加の値の 1/3～1/5 となりナ

トリウム添加の効果が確認された． 

フレーム原子吸光では，アセチレン流量が 2.4～

2.6L/分において定量下限値が最小となった． 

図２は，炎光光度法とフレーム原子吸光法のアセ

チレン流量による回収率の変化である．ナトリウム

濃度は 0.075mol/l とした．両法共にナトリウムによ

る増感作用が観測され，回収率が 100％を超えた．

アセチレン流量が 2.0L/分の時に回収率が最も高く，

炎光光度法では 165％，フレーム原子吸光法では

157％を示した．アセチレン流量の増加とともに回収

率は低下し，流量2.6L/分では回収率はそれぞれ117％

と 105％になった．アセチレン流量が 2.8L/分以上に

なると炎光光度法では，発光強度が不安定となり測

定が困難であった． 

 

図１．炎光光度法の定量下限値 

 

 
図２．アセチレン流量による回収率変化 

 

４．まとめ 

 セシウムの分析において炎光光度法，フレーム原

子吸光法共にナトリウム添加により定量下限値が低

下した． 

ナトリウムを加えると増感作用により回収率が増

加した．また，アセチレン流量が増加すると回収率

が低下した． 
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